
大
学
教
育
の
充
実
の
た
め
に
同
窓
会

・
校
友
会
の
支
援
が
欠
か
せ
な
く

な
っ
て
い
る
。
立
命
館
大
学
校
友
会
の
村
上
健
治
会
長

（元
大
和
ハ
ウ
ス

エ
業
社
長
）
は
、
校
友
会
の
支
援
を
受
け
た
学
生
が
校
友
に
な
っ
て
後
輩

を
支
え
る
循
環
型
支
援
の
拡
大
を
目
指
す
と
い
う
。

人
材
育
成
を
担
う
大
学
は
こ

う
し
た
変
化

へ
の
迅
速
な
対

応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
各
大
学
は
、
従
来

の
受
動
的
な
学
び
か
ら
、
ア

ク
テ
ィ
プ

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
の
能
動
的
な
学
び
へ
と
教

習
得
し
た
知
識

・
技
能
を

正
確
に
再
生
す
る
能
力
を
有

し
た
人
材
か
ら
、
知
識

・
技

能
を
活
用
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
で
多
様
な
人
々
と
協
働

し
な
が
ら
最
善
の
解
を
追
求

し
て
い
く
人
材
へ
―
―
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
知
識
基

盤
社
会
の
進
展
に
伴

っ
て
、

社
会
が
必
要
と
す
る
人
材
像

は
急
速
に
変
化
し
て
お
り
（

み
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
ア

グ
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

効
果
的
な
展
開
に
は
、
学
生

が
自
由
に
学
べ
る
空
間

（ラ

ー
ニ
ン
グ

・
コ
モ
ン
ズ
）
な

ど
の
施
設
整
備
が
必
須
だ

し
、
海
外
留
学
の
促
進
や
留

学
生
の
受
け
入
れ
に
は
多
額

の
奨
学
金
の
準
備
が
必
要
で

あ
る
。
収
入
の
大
半
を
学
費

に
依
存
す
る
私
立
大
学
は
安

易
な
学
費
値
上
げ
は
で
き

ず
、
限
ら
れ
た
収
入
の
中
で

の
対
応
は
容
易
で
は
な
い
。

学
生
に
と
っ
て
も
問
題
は

深
刻
だ
。

「私
立
大
学
学
生

は
、
そ
の
役
割
を
明
確
に
し

生
活
自
書
２
０
■
５
」

（日

て
、
効
果
的
な
母
校
後
輩
学

本
私
立
大
学
連
盟
）
に
よ
る

生
支
援
策
を
講
じ
て
い
か
ね

と
、
学
生
の
海
外
留
学
へ
の

ば
な
ら
な
い
。

興
味
・関
心
は
低
く
な
い
が
、　
　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

実
際
に
留
学
す
る
の
は
８

・　
立
命
館
大
学

・
大
学
院
の
卒

３
％
「
最
大
の
障
壁
が

「
留

業
生

・
修
了
生
で
構
成
す
る

学
資
金
が
な
い
」

（
４８

・
８

立
命
館
大
学
校
友
会

（約
３５

％
）
こ
と
だ
。
　
　
　
　
　
　
万
人
）
が
、
母
校
と
課
題
を

回
　
□
　
□
　
　
　
麒
葬
¨
漱
『
¨
却
劉
利
熱
増

少
子
高
齢
化
で
生
産
年
齢

財
育
成
基
金
」
の
募
集
推
進

人
口
が
減
少
し
て
い
く
日
本

事
業
で
あ
る
。　
一
口
千
円
か

に
お
い
て
、
時
代
が
求
め
る

ら
毎
月
継
続
的
に
寄
付
を
し

人
材
を
育
成
し
社
会
に
輩
出

て
く
れ
る
校
友
有
志
を
募

５０００

４０００

３０００

２０００

１０００

０

「

―

「

―

「

Ｊ

「

Ｊ

Ｉ

Ｊ

人

　
　
　
　
　

Ｅ
■
Ｅ

未来人財育成基金の実績

那
３５００
３０００
２５００
２０００
１５００
‐０００
５００
０

型I=

毎月千円から寄付募る■ハコモノよリヒトに
た
制
度
だ
が
、
個
人
に
よ
る

恒
常
的
な
寄
付
文
化
が
根
付

い
て
い
な
い
日
本
で
は
、
逆

風
下
の
船
出
だ

っ
た
。
趣
旨

に
賛
同
す
る
校
友
は
少
な
く

な
い
の
に
、
実
際
に
寄
付
を

し
て
く
れ
る
校
友
の
輪
は
な

か
な
か
広
が
ら
な
い
。

転
機
と
な

っ
た
の
は
、
１

人
の
女
子
学
生
の
活
動
だ

っ

た
。
彼
女
は
１１
年
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
訪
れ
た
ケ
ニ

ア
で
、
貧
困
が
理
由
で
生
理

用
品
を
買
え
な
い
女
性
た
ち

に
出
会

っ
た
。
生
理
の
度
に

授
業
を
体
み
、
勉
強
が
遅
れ

て
退
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

安
定
収
入
が
得
ら
れ
る
職
業

に
就
け
ず
、
貧
困
か
ら
抜
け

出
せ
よ
い
女
性
た
ち
…
…
。

衝
撃
の
現
実
を
前
に

「
こ

の
負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た

め
に
、
学
生
の
自
分
に
で
き

る
こ
と
と
は
何
だ
ろ
う
か
」

を
考
え
抜
い
た
彼
女
は
、
日

本
と
ケ
ニ
ア
を
行
き
来
し
、

支
援
者
を
募
り
な
が
ら
現
地

の
女
性
た
ち
と
力
を
合
わ
せ

て
布
製
の
生
理
用
品
を
作

っ

て
配
り
、
教
育
機
会
を
保
障

す
る
行
動
を
起
こ
し
た
。

‐５
年
１
月
、
卒
業
前
の
最

後

の
ケ

ニ
ア
訪
間
に
あ
た

り
、
彼
女
は
校
友
会
に
渡
航

費
の
支
援
を
依
頼
し
た
。
彼

女
の
活
動
に
感
銘
し
た
校
友

会
は
、
こ
の
女
子
学
生
の
よ

う
に

「
信
念
に
基
づ
い
て
果

敢
に
未
来
を
切
り
開
こ
う
と

す
る
学
生
を
支
援
し
よ
う
」

と
決
め
た
。

こ
れ
以
来
、
私
た
ち
は
母

校
が
学
生
の
主
体
的
な
学
び

の
醸
成
を
目
的
に
運
営
す
る

「
十
Ｒ
個
人
奨
励
奨
学
金
」

に
資
金
を
提
供
し
、
主
体
的

な
活
動
に
取
り
組
む
学
生
の

成
長
を
支
援
す
る
こ
と
に
力

を
注
い
で
い
る
。
１５
年
度
に

は
イ
ン
ド
の
ス
ラ
ム
街
で
、

子
供
た
ち
が
描
い
た
絵
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
し
収

益
金
を
還
元
す
る
自
立
支
援

活
動
に
取
り
組
む
学
生
な

ど
、
学
生
８３
人
に
奨
学
金
を

授
与
し
た
。

□

□

□

こ
う
し
た
成
果
を
可
視
化

し
て
、
寄
付
者
に
意
義
を
実

感
し
て
も
ら
う
広
報
活
動
に

注
力
し
た
と
こ
ろ
、
少
し
ず

つ
協
力
の
輸
が
広
が
り
、
１５

年
度
に
は
延
べ
約
４
７
０
０

人
か
ら
３
千
５
百
万
円
の
寄

付
が
集
ま

っ
た
。
２０
年
度
ま

で
に
１０
億
円
を
集
め
る
こ
と

が
日
標
だ
。

寄
付
全
体
か
ら
み
れ
ば
、

ほ
ん
の

一
部
だ
が
、
新
校
舎

の
建
設
な
ど
施
設
整
備
費
の

確
保
が
中
心
に
な
り
が
ち
な

私
立
大
学
の
募
金
活
動
に
お

い
て
〃
ハ
コ
モ
ノ
よ
リ
ヒ
ト

ヘ
の
支
援
″に
共
感
す
る
校

友
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
実

感
す
る
。

こ
の
経
験
を
受
け
、
校
友

会
は
１６
年
２
月
、
未
来
人
財

育
成
基
金
の
５
つ
の
活
用
プ

ラ
ン
を
機
関
決
定
し
た
。
①

海
外
留
学
支
援
②
成
長
支
援

③
課
外
活
動
支
援
④
研
究
支

援
⑤
施
設
整
備
支
援
―
―

で
、
い
ず
れ
も
母
校
の
改
革

課
題
に
沿

っ
た
も
の
だ
。
現

夢

鱚

魏

澪

¨
霧

・

い
学
生
の
背
中
を
押
す
海
外

留
学
支
援
奨
学
金
な
ど
、
プ

ラ
ン
の
具
体
化
に
向
け
て
母

校
と
調
整
し
て
い
る
。

私
た
ち
の
夢
は
、
寄
付
文

化
が
乏
し
い
日
本
に

「循
環

型
の
後
輩
支
援
文
化
」
を
根

付
か
せ
る
こ
と
だ
。
単
に
学

生
に
奨
学
金
を
授
与
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
丁

寧
な

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
、
校
友
会
の
支
援

で
成
長
を
実
感
で
き
た
学
生

た
ち
が
、
卒
業
後
は
校
友
と

し
て
母
校
の
後
輩
を
支
援
す

る
。
そ
ん
な
循
環
を
確
立
で

き
れ
ば
私
立
大
学
の
学
び
は

さ
ら
に
豊
か
に
な
る
。

大
学
の
所
属
は
数
年
間
だ

が
、
校
友
会
は

一
生
だ
。
母

校
を
支
援
す
る
校
友
を
増
や

し
て
い
っ
て
、
後
輩
学
生
支

援
を
通
じ
て
次
代
の
校
友
を

育
成
す
る
こ
と
が
、
私
立
大

学
校
友
会
の
大
切
な
ミ
ッ
シ

ョ
ン
だ
と
考
え
て
い
る
。



.轟1.パイ.≧.卜.瑾……………1現
役
時
代
に
支
援
を
受
け

れ
る
か
、
大
学
の
真
価
が
間

た
学
生
が
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
と
な

わ
れ
る
。

っ
て
、
少
額
で
も
い
い
か
ら

　

・　
　
　

　
　
　

（横
）

寄
付
を
継
続
す
る
こ
と
で
後

こ
に

　

ン
に
　
　
輩
の
支
援
を
す
る
―
―
。
こ

の
満
足
度
を
い
か
に
高
め
ら
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